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           実りの秋に向かって 
  

夏休みが終わり、1週間が過ぎました。生活のリズムは整っていますか？今年も日中は少し動いたら

汗だくになるような日々でしたね。9月に入っても、熱中症への対策は継続しましょう。十分な水分補給

と、何よりも規則正しい生活を心がけてください。 

さて、夏休みでは、新しいもの、こと、人に出会うことはありましたか？「これはがんばった。」と言えるも

のはあるでしょうか？目標が達成できた人、目標どおりにはいかなかったけれど、がんばった、という実感

ができた人、少し反省している人、それぞれの夏休みだったと思います。 

この夏に得た体験や知識をいかして、後期の生活を充実させていきましょう。まずは 9月に前期のふ

りかえりをしてください。9月が終われば、学年の半分が過ぎたことになります。4月に設定した目標に対

して、今の自分の達成度はどうか、と考えることで、今後どうすべきか、をより具体的に考えられると思い

ます。まもなく学習発表会にむけての取り組みが本格的に始まります。それぞれが力を発揮できる「実り

の秋」にしましょう。 

 

 

 

 

 
朝読書・給食も開始しました 

 

小田原・足柄下地区中学校総合体育大会の結果 
  

 6月後半から 7月にかけて行われた小田原・足柄下地区中学校総合体育大会では、サッカー部が 3

位、男子バスケットボール部が 5位となり、県西ブロック大会に進みました。女子ソフトテニス部、女子バ

スケットボール部も健闘しました。女子バドミントン部は、県西ブロック大会からの実施で、シングルス、ダ

ブルスともにベスト８に入りました。 

 どの部も選手、ベンチが一体となった声援が多く、日頃の成果を発揮できたのではないでしょうか。暑

い中、応援してくださった保護者のみなさま、ありがとうございました。 

           



夏休み中の活動 

  

夏休み中の学校に、サマースクールや有志合唱の練習などで登校してくる生徒がいました。サマース

クールを活用して、学習に役立てようという自主性は素晴らしいです。有志合唱も合唱発表会、小田原・

足柄下地区中学校音楽会での発表を楽しみにしています。 

部活動では、美術部・科学部が学習発表会に向けての活動を行っていました。美術部が作成している

シンボルマークの完成を期待しています。科学部は８月２日（日）に早川漁港で「みなとまつり」に参加し、

来場者に顕微鏡で微生物観察の体験をしてもらっていました。暑い中、プレパラートを作成したり、来場

者に声掛けをしたりと頑張っていました。 

また、３年生が引退した運動部では、新チームとしての活動が始まりました。３年生から受け取ったバト

ンを胸に、自分たちの目標に向かって頑張っていきましょう。 

 

 

 

                   避難訓練 

9月 4日（金）5校時に避難訓練を行いました。教科の授業中に地震が

起き、体育館に避難をするという訓練でした。揺れが収まるまで授業の教室

で避難行動をとり、教科担任の引率で体育館に集合しました。避難途中に

余震が起きたという訓練もしましたが、各学年、整然と移動することができま

した。集合してからも人員確認をスムーズに行い、非常に真面目な態度で訓

練に臨んでいました。 

日頃の訓練が、緊急時にいきてきます。「正常性バイアス」の話をしました

が、普段と違う状況になったとき、「これくらいなら大丈夫」「自分だけは大丈

夫」という、不安をしずめようとする心の働きが現れます。日常生活では落ち

着くために役に立つ心理ですが、緊急事態では、逃げ遅れてしまう原因にな

ることもあります。状況を落ち着いて正確に判断できる力をつけていきましょ

う。 

また、「同調性バイアス」もあります。「みんなが避難していないから大丈

夫」という心理が働くことです。これも平常時なら、協調性につながるもので

すが、緊急時では、被害を拡大させることにもなりかねません。 

災害時にこのような心理が働く、ということを知っているだけでも適切な行動につながる可能性が高ま

ります。災害はいつ起きるかわかりません。通学路の危険なところをチェックしたり、災害時の避難所や

避難ルートの確認をしたり、連絡方法をご家庭で確認したりなど、何も起きていない時にこそ災害への備

えを心がけていきましょう。 


